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２．問題意識

若者の日本酒離れが進んでいるの
で、北陸の核の1つとなる日本酒の危機

このままでは
北陸観光の未来も心配

１．北陸観光の現状

・北陸の観光業は順調に上昇
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北陸三県延べ宿泊者数

・北陸の強みは、日本酒と食の
バリエーションの豊かさ(高い山と深

い海が迫っているため、水がきれいで食材
が豊富)

３．要因分析/解決策

若者の日本酒離れの要因は

「いい場所、いいお酒、いい食」
体験の不足

北陸には女性好みのいいお酒と
それに合う意外なおつまみが
いっぱいあった

５．私たちの提案：具体的な解決策と実現計画

「夕暮れおしゃべり酒場」
認定店制度

・認定店は、北陸物語の女子旅ルート沿いを中心に展開

・既存店の暇なHappy Hourを使い、おしゃべりに最適な場
所で女性を惹きつけ、いいお酒と意外なおつまみを
体験してもらう
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日本酒好き女性
にインタビュー

「楽しいと感じるとき」

第1位は断トツで
『おしゃべり』

４．北陸の観光資源調査

→おしゃべりを楽しみたい若い女性の北陸観光客増加
→いいお酒といい食体験を通じリピーター増加を実現
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ＮＰＯを設立

おしゃべり
酒場の
認定

公募の上、専門家のアドバイ
スも交えＮＰＯが認定（ 一本
釣りも実施 ）

提供する
お酒の
選定

各県酒造組合連合会に候補
リストの提供を依頼
→ リストの中から、各酒場
がお酒を決定

提供する

おつまみの
選定

北陸3県民から「意外なおつ

まみｱｲﾃﾞｱ」を募集して候補リ
ストを作成
→ リストの中から、各酒場
がおつまみを決定

どう体験してもらおう？

約930万人

17:00
～

17:45

女子好みのお酒と意外なおつまみで

おしゃべりを楽しんで頂く

17:45
～

18:00

北陸の本格銘酒と発酵食品で
日本酒の醍醐味を体験して中締め

その後

・引き続きお店自慢の料理を楽しまれるもよし
・ほろ酔い気分で散策されるもよし

（別の「おしゃべり酒場」もお忘れなく。また、新しい北陸なら
ではの個性あるお酒と食に出会えること確実。）

おみやげ

お帰りの際に酒枡のピース1つを
プレゼント→おしゃべり酒場を
5店舗周遊し、ピースを集め枡を

完成させたら、幻の日本酒
(酒店では買えないお酒)が飲める

提案の
期待効果

提案の
新規性

・既存店のHappy Hourを活用しようという着想
・「二日酔いしやすい」等の問題解決型から、「日本酒の良さを知ってもらう」に発想転換した
こと
・「いいお酒」だけでなく、「いい場所」「いい食」との組み合わせに着目したこと

『おしゃべり』を
きっかけに体験の
機会を作ろう

・当初観光客増最大1万8千人(客１組6人ｘ 15店×
200日稼働）

・更に、営業時間/店舗数の拡大を前提に考えると
最大10万人の観光客増のポテンシャルがあると
推定（右表）

若い女性150人にアンケート

・体験(枡による周遊効果で更に体験者増加)による
リピーター増加

・お酒、食材の通販アップ
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おしゃべり
酒場による
観光客増
：①ｘ②ｘ③

（千人） （千人）
（千人：
①） (％：②)

(％：
③)

（千人）

23,041 3,087 454 65% 33% 100 


